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１．はじめに 

塩害による鉄筋コンクリート床版の鋼材腐食の課

題に対し筆者らは無鉄筋コンクリート床版の開発を

行っている 1)。従来の無鉄筋コンクリート床版の 2

つの課題は第一に床版下面橋軸方向のひび割れであ

り、第二にストラップ材としての鋼板の腐食であっ

た。本研究では前者の対応として反応性微粉末複合

材料(RPCM)を床版下面に用いた。また、後者の課題

に対し、耐食性に優れる CFRP 板をストラップ材と

して使用した。これら 2つの新材料を用いた無鉄筋

コンクリート床版の静的および動的載荷を行った。 

 

２． 実験概要 

２．１ 使用材料 

 床版の静的・動的試験に使用した材料は RPCM、

CFRP 板および FRCである 2)。 

２．２ 供試体と試験方法 

供試体は表－１に示すように静的(S-S)および動的

(S-D)の 2 体である。供試体寸法を図－１に示す。平面

寸法は 2400×1800 mmである。床版厚は FRCが 100 mm、

RPCM が 30 mmの 130 mmとした。CFRP 板の平面寸

法は 100×1800 mmであり、部材厚さは 4 mmである。

RPCM は床版下面に使用している。CFRP 板は RPCM

に埋め込んだ構造である。また、FRCを RPCM に打継

ぎ 2 層部材の床版とした。支持点は床版と主桁を図－

１に示すようにボルトで剛結している。測定項目は鉛

直変位である。 

次に、動的載荷試験における載荷荷重履歴を図－２

に示す。荷重が増加するごとに 2 万回動的載荷を行っ

た。本試験の床版の寸法は実橋スケールの 0.8 倍であ

る。よって、実橋の設計荷重の 100 kN に対応するため

64 kN を最初載荷した。次の 80 kN は 64 kN に衝撃係

数を考慮した値である。115 kN は 80 KN と 150 kN の

中間の数値となる。150 kN 以降は破壊するまで荷重を

50 kN ごとに増加させた。 

 

３． 実験結果および考察 

３．１ 破壊モードおよびひび割れ性状 

 ひび割れ発生荷重、最大荷重および破壊モードは表

－１に示すとおりである。S-D のひび割れ発生荷重は

64 kN に静的載荷を増加させたときに発生している。

S-S および S-D は、RPCMおよび FRC内部に補強材が

配筋されていないのにもかかわらずひび割れ発生後も

荷重が増加している。これは、ストラップ材である

CFRP 板に生じる引張力と FRC 内部に生じる圧縮力に

よって構造が成り立つアーチングアクションによるも

のであると考えられる。また、S-D の破壊は図－２に

示す載荷荷重履歴から 132,635 回で破壊した。 

載荷試験終了後のひび割れを図－３に示す。図－３

(a)および(c)のひび割れ図から、載荷試験終了後のひび

割れは静的および動的ともに同様なひび割れを示した。

表－１ 供試体名および実験結果 

図－１ 供試体寸法 

図－２ 載荷荷重履歴 

ひび割れ
発生荷重

 (kN) (kN)

S-S 37 483

S-D 26 300

供試体名
最大荷重

橋軸方向のひび割れによる
 曲げ破壊

破壊モード



支点近くにひび割れがFRC上面から発生するのは主桁

と供試体が剛結しており、固定端に近い支持条件とな

っているためであると考えられる。図－３(b)および(d)

から、S-S および S-D 下面のひび割れは橋軸方向およ

び放射状のひび割れが発生した。S-D の橋軸方向のひ

び割れ本数は S-S の場合よりも多く発生した。ひび割

れ発生本数の差は繰り返し荷重を受けたことによる疲

労が影響しているものと考えられる。S-S および S-D

の橋軸方向のひび割れはFRC上縁まで達しているが貫

通はしていなかった。以上より、S-S および S-D の破

壊モードは橋軸方向のひび割れ進展による曲げ破壊で

あると考えられる。 

S-S のひび割れおよび破壊モードの結果は、同様な

材料を使用し静的輪荷重載荷を行った梁の試験におけ

る結果と異なる 2)。梁の試験では支点が単純支持であ

るが、床版の試験では床版と主桁が剛結している。支

持条件が異なるために床版と梁のひび割れ発生状況は

異なり、破壊モードも異なる結果が得られたと考えら

れる。 

３．２ 変位分布 

 S-S の床版中央縦断面における橋軸方向の鉛直変位

分布を図－４(a)に示す。破壊荷重である 483 kN 以外の

橋軸方向の鉛直変位の分布はなだらかな曲線を描いて

いる。同様な床版で、普通コンクリートを用いた場合

の試験結果 3)の鉛直方向の変位分布では載荷点で尖っ

た形になっているのに対し、本試験とは異なった結果

が得られた。これは、RPCM を床版下面に用いたこと

による効果が得られたためであると考えられる。図－

４(b)に S-D の鉛直変位分布を示す。S-D の鉛直変位分

布は、支間中央の変位が他の場所の変位よりも大きい

値を示し変位の分布は V字の形を示している。これは、

S-D の橋軸方向のひび割れが、S-S の橋軸方向のひび割

れよりも多く発生したため中央部の変位が大きい値を

示したと考えられる。 

 

４． まとめ 

本実験の結果をまとめると以下のとおりである。 

１） RPCM および CFRP 板を用いた無鉄筋コンクリー

ト床版も、ストラップ材に鋼板を用い無鉄筋コン

クリート床版と同様に、アーチングアクションが

発生しひび割れ荷重よりも大きい値を示した。 

２） 静的および動的載荷試験は橋軸方向に発生したひ

び割れ進展による曲げ破壊を示した。 

３） 静的試験の橋軸方向の変位分布はなだらかな分布

曲線を描いた。動的試験においては載荷点下の変

位が他の部分の変位よりも大きい値を示し、V 字

型となっている。これは、橋軸方向に発生したひ

び割れの影響によるものであると考えられる。 
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(a) S-S         (b) S-D 

図－４ 鉛直変位分布 
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図－３ ひび割れ図 
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